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センター長挨拶

関西大学アジア・オープン・リサーチセンター長

　2025年度から、東西学術研究所および関西大学アジア・オープン・リサーチセンター（KU-ORCAS）においては、
研究体制が大きく変貌を遂げることとなった。東西学術研究所には、KU-ORCASに所属するデジタルヒューマニ
ティーズ・リサーチ班（DHR班）を含め、8つの研究班体制が設けられ、新たな研究推進の枠組みが構築された。
　DHR班には、進展するデジタルヒューマニティーズ分野の最新動向を把握し、その成果や知見を学内外へ広く
共有することが期待されている。DHコンソーシアム協議会への参画をはじめ、分野横断的な連携を通じて、学際
的研究の基盤形成に寄与する役割を担っている。
　KU-ORCASは、2017年度に文部科学省の私立大学研究ブランディング事業として採択された「オープン・プラッ
トフォームが開く関大の東アジア文化研究」を出発点として設立され、国の事業期間終了後も、2020年度からは
「関西大学研究ブランディング事業」として、本学独自の取り組みとして研究体制が継承されてきた。現在、制度
的枠組みの変化を含む新たな節目を迎えつつあるが、これまでに培われた研究ネットワークと方法論は、今後の
活動においても重要な基盤となるものである。
　本号では、新体制のもとで展開されている研究活動の一端を紹介するとともに、2025年度末をもって区切りを
迎える「関西大学研究ブランディング事業」としてKU-ORCASが歩んできたこれまでの軌跡と現在の到達点を示
したい。今後も東西学術研究所との連携を軸に、開かれた研究拠点としての役割を果たしていきたいと考えている。

　関西大学アジア・オープン・リサーチセンター
（KU-ORCAS）は、DHコンソーシアム協議会に
参画しています。DHコンソーシアムとは、文部
科学省の「人文学・社会科学のＤＸ化に向けた
研究開発推進事業」（2024～2026年度）の受託
により、人間文化研究機構が中心になって大学
や研究機関の共同体制を構築し、運営されてい
るプロジェクトになります。その目的は、日本で
はまだ遅れているデジタル・ヒューマニティー
ズ関連の教育や研究を推し進めることにありま
す。現在は20を越える大学や研究機関が参加し
て、活発な活動を展開しています。国際シンポ
ジウムや講習会など、多くのイベントが開催さ
れ、各方面にデジタル・ヒューマニティーズの
重要性が認識されつつあるところです。関西大
学アジア・オープン・リサーチセンターは、当初
は研究部会にのみ所属していましたが、いまは
教育部会にも参画することになりました。今後
とも、多くの研究機関との交流を深めながら、
情報交換を行いつつ、デジタル・ヒューマニ
ティーズの発展に寄与したいと考えております。

センター長　二階堂 善弘 
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　2025年度のDHR班の活動としては、研究例会1回に
加えDHコンソーシアム協議会の部会への参加が2回あっ
た。本レポートでは、開催した研究例会について報告を
ご紹介したい。
　主幹の二階堂善弘は「KU-ORCAS 電子データベー
スの可能性」とのタイトルで発表を行った。新しくKU-
ORCASに導入された「中華石刻数拠庫」の機能や役
割を中心に紹介した。続けて、二ノ宮聡研究員によって「学
外接続によるKU-ORCASデータベースの使用方法」と
のタイトルで発表が行われた。学外からKU-ORCAS 所
蔵のデータベースをどう使うかについて解説された後、討
論が行われた。データベース資料のなかでは、特に買地
券について特殊な書き方をするものが多く、その形式や
内容について集中的な討議が行われた。また、道教に関
連する資料が、『道家金石略』に基づくものであるかどう
かについて議論が重ねられた。六朝や唐の専門家は少な
かったが、資料の意義についての議論はかなり熱心に行
われた。

「KU-ORCAS 
電子データベースの可能性」
主幹　二階堂 善弘
（関西大学文学部教授）

　「KU-ORCAS 電子データベースの
可能性」とのタイトルで発表を行った。新しくKU-ORCAS
では「中華石刻数拠庫」のうち、「漢魏六朝碑刻数拠庫」
と「唐代墓誌銘数拠庫」が新たに使用できることになった。
その使用法と、どのように研究に役立てていくかについて説
明を行った。また、実際に使用し、実例を示しつつその活
用方法について模索を行った。
　いくつかの資料については、学術上非常に珍しいものであ
ることが判明し、討論が行われた。さらに、「文心閣古籍数
拠庫」の活用についても、例を挙げて説明を行った。その
有用性と、また問題点についても議論があり、討議が行わ
れた。

DHR研究班
レポート

2025年度東西学術研究所
KU-ORCAS研究例会
DHR研究班　
第5回研究集会

2025年9月27日開催
「電子データベースの可能性」

二階堂 善弘
DHR研究班

主幹

「学外接続によりKU-ORCAS 
データベースの使用方法」
研究員　二ノ宮 聡
（北陸大学専任講師）

　9月27日に開催されたDHR班第5回
研究集会において「学外接続によるKU-ORCASデータベー
スの使用方法」と題して報告をおこなった。報告では、まず
関西大学が提供するVPN接続方向について確認し、学外
から接続した際の感想を紹介した。次に、一昨年に導入さ
れた中華石刻データベースについて道教研究の視点から『道
家金石略』と比較した。データベースに登録される題名と『道
家金石略』の題名には違いが見られ、同一資料であっても
検索に当たらない場合が多い。使用する際には、こうした点
に注意を払う必要がある点を中心に紹介した。2
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2022～2023

2021

2022

2020～2021

2020 年7月1日～
2021年 3月31日
「コロナアーカイブ＠関西大
学」を核とした新型コロナウ
イルス感染症およびスペイン
風邪の記録と記憶収集発信プ
ロジェクト

11月18日・19日
国際シンポジウム「近代の
“西 餐”、“洋 飯 書”及 び”
大餐館”」

12 月11日
国際シンポジウム「東ア
ジア DH 研究推進とその
ための環境構築―次世代
の東アジア文化交渉学の
ために―」

K U - O R C A S  H I S T O R Y

3月23日～5月8日
日英研究者による共同展覧会「サロン！雅
と俗―京の大家と知られざる大坂画壇」開
催（於：京都国立近代美術館）

2022年9月19日～9月23日・
2023年1月30日～2月3日
クラウドファンディング事業バチカン
図書館現地調査

2023
3月24日
研究クラウドファンディング
「バチカン図書館に収蔵され
た日本関連史料の謎に迫
る！」成果報告会

2024

8月26日
デジタルアーカイブジャパン・アワード2024受賞

1月27日
DHR 班第１回研究集会「東
アジア研究データベースの現
状と展開」

2025
関西大学デジタルアーカイブ画像総数
5,800点以上

3
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